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ロトン密度強調画像（proton density weighted image：PDWI）と T2 計算画像を得た．PDWI で関
節軟骨と関節液の信号強度比（signal intensity ratio：SIR）を計算し，また軟骨の厚みを測定し
た．T2 計算画像で軟骨の T2 値を測定した．評価時期を術後 2，4 週とした．注射前後の SIR，
関節軟骨の厚みおよび T2 値をそれぞれ対照，2 週後および 4 週後で比較した．組織学的評価と
して，膝関節の切片にヘマトキシリン・エオジン染色とサフラニン O 染色を行った．大腿骨内
側顆と外側顆の Mankin スコアと OARSI スコアの平均値を算出し，対照と 4 週後で比べた． 
 注射前の平均 SIR は内側顆と外側顆ともに時系列において差がなかった．注射後の平均 SIR
は内側顆と外側顆ともに対照より 4 週後で有意に高値であった．関節軟骨の厚みの平均値は内
側顆と外側顆ともにそれぞれ有意差はなかった．注射前の平均 T2 値は内側顆と外側顆ともに時
系列による差を認めなかった．注射後の平均 T2 値は内側顆と外側顆ともに対照と比較して 4 週






化鉄は軟骨内に浸透せず，関節液の T2 値が低下したと申請者は推察した．PDWI では T2 値の
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